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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催

　計画の進捗管理や計画の変更・追加について、関係課から庁内意見を調整し、「宇治市歴史的風致維持向
上協議会」に意見を伺うこととする。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　
　学識経験者、文化財所有者、各種関係団体及び行政関係者により構成される宇治市歴史的風致維持向上協議会を開
催し、計画の進行管理・評価について、意見を聞くことができた。
　

【定量的評価】
　宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催回数　　　　　　  ：　１回

進捗状況　※計画年次との対応

状況を示す写真や資料等

宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催状況

実施期間 種別 検討事項等

令和6年5月28日
第1回

歴史的風致維持向上協議会

【内容】

１．報告

（１）歴史的風致維持向上計画の軽微な変更について

２．議事

（１）歴史的風致維持向上計画の令和5年度の進捗評価について

（２）歴史的風致維持向上計画の令和6年度事業について

宇治市-1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

道路整備事業

交通環境の改善により周遊しやすい道路を整備することで、人々多くの歴史的風致に触れる機会を創出するこ
とができ、また市民の安全が確保されることにより住環境の向上が期待される。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和６年度は、菟道志津川線（門前工区）で一部区間の用地取得を行い、暫定拡幅工事を行った。宇治五ケ庄線では、
関係機関や地権者等との調整を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市道菟道志津川線（門前工区）

現況 （令和７年３月）

現況 （令和７年３月）

市道宇治五ケ庄線

宇治市-2



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

道路の美装化

道路を美装化し道路景観の改善を行うことにより、巡行する伝統的祭礼との調和が図られ、人々の周遊性を高
めるとともに歴史的風致を感じられる環境を整える。また、良好な市街地を形成し、市民の住環境の改善にもつ
ながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和６年度は、京都府道宇治淀線無電柱化に向け、南側歩道に電線共同溝の埋設工事を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

府道宇治淀線

現況 （令和７年３月）

宇治市-3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-3

　
　本市は、宇治市景観計画重点区域内において、良好な景観の形成に著しく寄与する建築物や屋外広告物の整備に対し
て助成を行うこととしている。景観重要公共施設の沿道の助成対象区域において景観形成助成制度の啓発チラシにより、
制度の周知をすすめた。また、屋外広告物助成事業については、市の広報紙「市政だより」による周知も行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観形成助成制度の啓発

　　「宇治市景観計画」においては、「悠久の歴史と自然を今に活かしふるさと宇治を誇り伝えん」とした基本理
念のもと、市内全域を景観計画区域とし、17に区分されたそれぞれの区域ごとに景観形成誘導指針及び屋外
広告物に関する行為の制限を示している。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

市政だよりによる記事

助成対象区域で配布した啓発チラシ
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

建物修景への支援

茶業に関する家屋や伝統的な街や建築、近代期の商業店舗などが混在し、歴史の重層性や伝統的な茶業を
感じさせる商店街等の建物に対して修景助成を行うことにより、歴史ある沿道景観の保全と形成を促進し、賑
わいあるまちづくりが推進される。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　
　本市は、特に景観に配慮すべき宇治市景観計画重点区域内の景観重要公共施設（道路）の一部沿道において、良好な
景観の形成に著しく寄与すると認められる建築物、工作物、その他（設計費等）について、助成を行うこととしており、令和６
年度の申請は１件である。　なお、令和６年度より空き家の利活用に資する場合には、加算して助成を行うよう制度拡充を
行った。
　
【定量的評価】
　景観形成助成の件数　：　申請件数　１件
　（参考）令和５年度　 　 ：　申請件数　０件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸②-4
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

令和６年度実績

宇治市-5



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観に配慮した取組み

　景観阻害要因の減少とともに、歴史的な町並みと調和した賑わいと風情あるまちづくりが推進される。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸②-5

状況を示す写真や資料等

　
　本市は、宇治市景観計画重点区域内において、良好な景観の形成に著しく寄与する屋外広告物の整備に対して助成を
行うこととしているが、令和６年度の申請は１件である。

【定量的評価】
　景観形成助成の件数　：　申請件数　１件
　（参考）令和５年度 　　 ：　申請件数　０件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和６年度実績
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

　
　令和６年度は、重要文化的景観「宇治の文化的景観」の景観重要構成要素の建物修理を１件行った。
　　　　・芳春園岩井勘造商店

【定量的評価】
　景観重要構成要素の届出建物修理修景事業の実施件数：１件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

選定地区拡大の取組を進める必要がある。修理事業は所有者の状況により取組に差
がある。引き続き重要構成要素の修理を実施し、宇治の文化的景観の継承に努める。

重要文化的景観の保存

　平成２５年度～令和1４年度　

　文化的景観保護推進事業国庫補助

　重要構成要素の修理事業を実施し、積極的な活用を図ることにより、賑わいのある沿道景観の魅力向上や
伝統的な茶業の継承に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

宇治の文化的景観 修理箇所位置図

芳春園 岩井勘造商店

宇治市-7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

観光案内サイン等の整備

平成２９年度～令和14年度

観光振興事業費補助金

　宇治市観光振興計画に基づき、国内外からの観光客が歴史・文化資源や歴史的町並み等を回遊しやすい環
境を整備するため、わかりやすい観光サインや観光トイレの再整備を行う。

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　宇治市観光案内サイン整備ガイドラインに基づき、令和６年度は小倉地域において新設５基、JR宇治駅自由通路内に新
設３基の対応を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　補助事業に基づく財政措置を行っており、国・府補助金の動向により整備の進捗に影
響がある。

小倉地域新設５基（令和６年６月）

JR宇治駅自由通路内新設３基（令和７年３月）

宇治市-8



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

SNS等を活用し、国内、海外に向けて情報発信を行うとともに、令和６年度は大河ドラマ展の開催、インバウンドの来訪者
の増加などにより、周知が広まった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

「お茶と宇治のまち歴史公園」への誘客が課題であるが、引き続き、利用者の増加を目
指す

「お茶と宇治のまち歴史公園」を活用した情報発信

平成２９年度～令和14年度

観光振興事業費補助金

「お茶地宇治のまち歴史公園」の施設を運営するとともに、「宇治のまち・人・歴史・文化をつなぐプラットフォー
ム」としてミュージアムでの学び舎、茶摘みや抹茶づくり等様々な体験プログラムやイベントの開催などソフト事
業やSNS等を活用した情報発信によりお茶と宇治の歴史と魅力の周知を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

Ⅹ：フォロワー 1,661 Instagram：フォロワー 3,592 TikTok：フォロワー 126

宇治市-9



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

宇治茶園への支援

　減少傾向にある宇治市域の茶園の維持・拡大を進めることや、伝統的栽培方法を推奨することで、生産者の
経済的負担軽減と活動意欲を支える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　高品質な宇治茶の生産を促進する事業として、宇治茶の伝統的茶製法である「ほんず」による生産を支援する「伝統技術
継承対策事業」を行うとともに、茶摘み時期に必要な「お茶摘みさん」の斡旋を支援する「手摘み茶推進対策事業」を行い、
宇治独特の茶園景観の形成に寄与した。

【定量的評価】
　伝統技術継承対策事業の実施件数　：　１２件（２２９．６ａ)
「ほんず」による生産は非常に手間暇がかかり、生産省力化につながる寒冷紗による生産に移行する状況の中、実施件数
は令和元年度１５件（２４７．２a）、令和２年１７件（２７４．３a）、令和３年１４件（２４４．６ａ）、令和４年度１２件（１９０a）、令和
５年度１５件（２２１．８ａ）はと推移している。本事業による実施面積は、年度ごとの申請内容により増減があるものの、実施
件数は近年横ばいで推移しており、ほんず栽培の保存や技術継承に効果を発揮していると評価できる。
　手摘み茶推進対策事業の実施件数　　　　：　２９件
　手摘みを継続していくためにはお茶摘みさんの確保が必須であるが確保するのが厳しくなってきており、平成２７年度以
降実施件数が３０件程度で推移しており、手摘みを継承していきたい茶農家の支えとなっており、手摘み茶の推進の効果
を発揮していると評価できる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

伝統技術継承対策事業により支援を実施。

「ほんず」と呼ばれる覆下茶園の栽培状況
手摘み茶推進対策事業により実施され
た「お茶摘みさん」募集広告
洛タイ新報（令和６年４月１３日土曜日）

宇治市-10



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

宇治茶品質向上への取組み

　品質向上への意欲増進や栽培・生産技術の向上が図られる。また担い手育成や生産力及び販路の拡大に
取り組む茶農家を支援し、宇治茶のブランド力を強化する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-2

状況を示す写真や資料等

　
　　６月１３日に宇治市で開催された第５７回宇治市茶品評会、７月３１日から愛知県で開催された第７６回関西茶品評会
（式典は１１月１６日）、８月２７日から静岡県で開催された第７８回全国茶品評会（式典は１１月２日）への出品を支援した。
　茶品評会への出品を推奨することで、生産者の生産意欲を高め、宇治茶の伝統的茶製法の継承につなげることができ
た。
　
【定量的評価】
　茶品評会入賞数／出品数　：　５６点受賞／１１７点

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

全国お茶まつり静岡大会

褒賞授与式

（令和６年１１月２日）

品評会の実施状況

※相当含む

第７８回全国
茶品評会

第７６回関西
茶品評会

第５７回宇治市
茶品評会

出品数 47 45 25

優等数 2

１等賞 5 - 3

２等賞 8 10 4

３等賞 12 8 4

農林水産大臣賞 受賞 -

産地賞 受賞 -

宇治市-11



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

宇治茶普及啓発

　市民や来訪者が宇治茶に親しみ、宇治茶を理解することは、お茶のまち宇治の歴史的風致の維持向上に寄
与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

例年通り、以下のイベントを開催

【定量的評価】
　「市民茶摘みのつどい」の参加者数   ：　５月１２日（日曜日）開催　　　　　２００名
　「宇治茶まつり」の参加者数　　　　　　：　１０月６日（日曜日）開催　　１５，０００名
　「市民素人茶香服大会」の参加者数　：　１０月６日（日曜日）　　　　　　　　　５４名

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

宇治茶まつり（名水汲み上げの儀） 宇治茶まつり（茶壺口切の儀）

市民茶摘みのつどい 市民素人茶香服大会
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-4

各種イベントにて、市内産宇治茶の振る舞いを実施した。

　　　７月　６日・７日　　京都大作戦　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月２４日　京都南座観光プロモーション
　　　９月　４日　　　　　名古屋観光プロモーション　　　　　　　　１１月　２日　全国お茶まつり静岡大会
　　　９月２２日　　　　　サンガホームタウンデー　　　　　　　　   １１月２８日　関空観光プロモーション
　　１０月１２日　　　　　万博半年前機運醸成イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他、計２０イベントにて振る舞い実施

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

宇治茶によるおもてなしの推進

「宇治茶の普及とおもてなしの心の醸成に関する条例」に基づき、宇治茶の振る舞いなどにより、おもてなしの
心の醸成を促進するための取組みを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

京都大作戦 万博半年前機運醸成イベント
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

項目

歴史資料館　常設展及び企画展示の実施

常設展や企画展では、市域の各地に残った古文書や民具、そして写真などを通して、宇治市の歴史、文化につ
いて紹介し、市民をはじめとする来訪者に宇治の歴史的風致に関する認知を高めてもらう。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

本市の歴史に関する多様なテーマについて、開館以来収集してきた資料を中心に、実物資料、写真パネル、映像資料を組
み合わせ、市民が親しみやすい常設展及び企画展を実施した。令和６年度は、普茶料理に欠かせない「黄檗名物・豆腐
羹」の製造用具や製法を中心に紹介した企画展「黄檗山萬福寺―普茶料理・豆腐羹―」や歴史まちづくり推進課と共催し
て、二子山古墳などの発掘資料を紹介した企画展「発掘ものがたり宇治・2025」を開催したほか、宇治茶の歴史を紹介する
「宇治茶　名所絵から製茶図まで」などの全5回の企画展を開催した。

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

常設展や企画展を通して、市民が継続的に歴史資料に親しみ、その重要性を知る機会
を提供し、宇治の歴史や文化について理解を深めることができるよう、今後も工夫を凝
らした展示を実施

状況を示す写真や資料等

常設展 企画展「黄檗山萬福寺―普茶料理・豆腐羹―」
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-6
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

源氏物語ミュージアム企画展示の実施及び講座等の開催

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

宇治市の歴史、文化に対するさらなる市民意識の向上

状況を示す写真や資料等

『源氏物語』「宇治十帖」の主な舞台となった宇治について、多くの市民をはじめとする来訪者に紹介すること
は、宇治市の歴史、文化の魅力をより深く認知してもらうことにつながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

企画展示では、様々な視点から趣向を凝らし、源氏物語及び平安時代の文化を紹介した。令和６年度は、「紫式部ゆかり
のまち宇治魅力発信プロジェクト」の一環として特別企画展「『源氏物語』が呼んでいる―拡がる古典の世界―」を開催した
ほか、４回の企画展を開催した。
講座では、外部講師による連続講座や源氏物語セミナーのほか、館長が講師を務める入門講座や「源氏寄席―笑う門に
はフグ来る―」など、最新の研究成果を織り交ぜた講演や親しみやすい内容によって、より深く学べる場と古典に親しむ機
会を提供した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

特別企画展「『源氏物語』が呼んでいる―拡がる古典の世界―」

入門講座
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-7

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財の保存又は活用に関する事項

市営茶室対鳳庵の活用

　茶文化を体験できる機会を提供することは、市民や来訪者に宇治茶の品質や、茶業全般への関心や理解を
促すことにつながる。

　本格的数奇屋建築の市営茶室 「対鳳庵」 において、表千家流・裏千家流・山荘流の３流派による抹茶や、二條流、瑞芳
菴流、方円流の3流派による煎茶の本格的なお点前の披露により、茶文化を体験できる機会を創出し、茶業への関心や理
解を促す場を提供することができた。
　なお、平成２６年４月から従来の「抹茶の薄茶」、「煎茶」のみだったメニューに「濃茶と薄茶」、「玉露と煎茶」のセットメ
ニュー及び「お点前体験」のメニューを追加することにより、利用者の増加や満足度を高める取り組みを行っている。
　また、正門、待合、植栽等の改修工事を行い、令和２年７月１日にリニューアルオープンした。

【定量的評価】
　令和６年度の市営茶室でお茶席の利用者数   ：　２０，９４０人
　（参考）令和５年度  ：　１４，５６８人

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

外国人を含め観光客が増えてきており、入席者数に占める割合が７割を超える。今後も
引き続き、近隣の方も含めた利用者の増加を目指す。

状況を示す写真や資料等

茶の湯の用意ができていることを知らせる “在釜”

の札をかかげる市営茶室対鳳庵の露地門

茶の湯の用意ができていることを知らせる “在釜”

の札をかかげる市営茶室対鳳庵の露地門
お点前体験の様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

令和6年度～令和14年度

観光振興事業費補助金

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-8

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

文化財の保存又は活用に関する事項

宇治茶巡りガイドツアー

　観光客に宇治茶への興味を持ってもらい、より多くの宇治の魅力を感じてもらうために、宇治観光ボランティア
ガイドクラブの案内による宇治茶関連施設の無料ツアーを行う。

【宇治茶巡りガイドツアー】
◎ツアー開催回数：７４回
◎ツアー参加者数：１８２人
【宇治川合戦絵巻ガイドツアー】
◎ツアー開催回数：４４回
◎ツアー参加者数：６３人

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

宇治茶を活かした観光振興の取組として、宇治茶に関する情報提供及び施設見学を行
うことにより、宇治茶のブランド力の強化と宇治の魅力発信に努めることができた。また
宇治川合戦絵巻ガイドツアーにおいても、宇治の歴史を発信することができた。今後も
宇治の魅力を伝える取組として、より効果的な手法を検討する。

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

宇治川の鵜飼・放ち鵜飼の助成

　平安貴族の宇治川見物のひとつであった宇治川の鵜飼は、鎌倉時代に禁止されたのち、大正の終わりに復
活し、以降宇治川の夏の風物詩として定着している。多くの来訪者を楽しませる鵜飼を継承する。

　
　R５年度は５０日間の営業で２，１２０人の乗船があった。令和６年度は５３日間の営業で２，５０３人の乗船があった。
【定量的評価】
鵜飼船乗船者数　２，５０３

≪うみうのウッティー　孵化・成長≫
　平成２６年・・・１羽　　平成２７年・・・２羽　　平成２８年・・・２羽　　平成２９年・・・４羽　 平成３０年・・・０羽
　令和元年・・・２羽　　 令和２年度・・・０羽　 令和３年度・・・０羽　 令和４年度・・・１羽　 令和５年度・・・０羽　令和６年度・・・
０羽

　放ち鵜飼について、令和３年度にモニターツアーを実施し、令和４年度に「放ち鵜飼＆宇治の魅力体験ツアー」として新た
な観光コンテンツとして本格的に実施した。
〇令和６年度 　春１３３人　秋１０６人
春　５月２３日（木）１１名、５月３０日（木）５名、６月１日（土）１４名、６月２日（日）１４名、６月６日（月）１１名、６月９日（日）１
７名、６月１３日（木）１５名、６月１５日（土）２６名、６月２２日（土）２０名
秋　１０月５日（土）３６名、１０月１３日（日）２８名、１１月２日（土）１０名、１１月９日（土）１１名、１１月１６日（土）２１名

評価軸④-9

項目

文化財の保存又は活用に関する事項

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後のさらなる集客に向けて、春と秋に放ち鵜飼を実施する。

状況を示す写真や資料等

■鵜飼の様子

■放ち鵜飼の様子

■うみうのウッティー

平成26年6月29日、宇治川の鵜飼で飼育

されているウミウに初めてのヒナが誕生し

た。ウミウは警戒心が強いため、飼育され

ているウミウの産卵及びふ化は日本で初

めてのことである。このヒナはウッティーと

名付けられ、鵜飼デビューを果たし活躍し

ている。現在までに誕生したウッティーは

12羽。

■人工ふ化で飼育されているウミウ

年度 期間日数 休業日数 営業日数 乗船人数 1日平均（人）

平成26年度 6月15日 ～ 9月23日 99 23 76 6,970 91

平成27年度 6月14日 ～ 9月23日 102 40 62 7,060 114

平成28年度 7月1日 ～ 9月30日 92 13 79 6,920 88

平成29年度 7月1日 ～ 9月30日 92 17 75 6,390 86

平成30年度 7月1日 ～ 9月30日 92 43 49 4,325 89

令和元年度 7月1日 ～ 9月30日 92 53 39 2,635 68

令和2年度

令和3年度 7月1日 ～ 9月30日 92 73 19 420 22

令和4年度 7月1日 ～ 9月30日 92 60 32 1,210 37

令和5年度 7月1日 ～ 9月30日 92 42 50 2,120 42

令和6年度 7月1日 ～ 9月30日 92 39 53 2,503 47

営業日

中止
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-10

項目

文化財の保存又は活用に関する事項

宇治十帖スタンプラリーの開催

近世から親しまれる宇治の遊覧の１つ『源氏物語』宇治十帖めぐりを定期的に設けることにより、多くの人に宇
治川河畔の歴史的風致に触れる機会が創出される

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

観光客数は、コロナ前に戻りつつあるが参加者数の伸び悩みが課題となっている。引き
続き、幅広い世代で参加いただけるように広報活動を努めていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　毎年、晩秋の宇治の風情を楽しみながら『源氏物語』宇治十帖ゆかりの地などを巡るスタンプラリーを開催している。令和
２年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止となった。
　また、令和３年度からは新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、スマートフォンを利用するデジタル方式で実施
し、開催期間を２ヶ月間とした。
令和６年度は、大河ドラマ「光る君へ」の放送を契機に「紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト」の取り組みの一つ
として実施。また、声優梶裕貴氏の音声ガイドを導入。
　　　【定量的評価：参加者　７，１１３人（開催期間６１日）】

状況を示す写真や資料等

■デジタルスタンプラリーのチラシ（R6）

■宇治十帖スタンプラリー参加者
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

宇治川沿いの社寺や商店街とともに文化財を活用したイベントの実施により観光の滞在時間を延ばすことで市
の歴史・文化遺産観光の振興を図ることができ、また多くの人々が宇治の歴史的風致に触れる機会を創出す
る。

文化財の保存又は活用に関する事項

社寺等の歴史資源との連携

　宇治オリジナルの夜の演出により、宇治の観光の振興と活性化を図ることを目的として進めてきた「～京都花灯路連携事
業～京都・宇治灯り絵巻」の発展のため、”一年に一度、願い事をする"という古くから伝わる七夕の節句の意義や云われ
を見つめ直し、その伝統を引き継ぎつつ、伝統産業や、和装の振興などの観点も含めた京都ならではの現代版・七夕まつ
りとして京都各地で開催されている「京の七夕」との融合を図り「京の七夕inUji」構想を推進することにより、さらなる宇治の
観光の振興と活性化を図る。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

次年度以降も継続し、イベント等に合わせた灯りの演出と、京都府と連携した「京の七
夕」連携周遊事業にも引き続き取り組む。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-11

状況を示す写真や資料等

〇令和6年

8月2日（金）～8月4日（日）3日間 15,000人 関連イベント10,000人

ライトアップ：京都府立宇治公園、関西電力宇治発電所、天ケ瀬ダム、お茶と宇治のまち歴史公園

願いがかなう道（短冊を吊るす笹ロードの設置）

関西電力宇治発電所プレミアムツアー

天ケ瀬ダム特別見学ツアー

七夕夜市

茶づなde水占い/天の川イルミネーション

七色カードラリー

光の演出提灯貸出（NAKEDディスタンス提灯）

「＃宇治の七夕2024」投稿キャンペーン

関連事業

・宇治橋通り商店街クラフトビール夜市

・集まれ子どもたち！楽しく学ぼう七夕まつり

・夏休み自由研究プロジェクト
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-12
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

歴史文化への愛着の醸成

宇治市の歴史文化に関する郷土教育や人材育成を進めることは、地域の伝統文化や未指定文化財等の継承
につながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○「宇治学」（総合的な学習の時間）での探究的・協働的学習をより効果的に実施するため、「宇治学」副読本・指導の手引
きを作成配付
○「宇治学」副読本（小学校第３学年・中学校第２学年）を改訂にあわせてデジタル化。令和７年度より市内小中学校でタブ
レット端末で活用。また、令和５年度に改訂された小学校第６学年及び中学校第１学年については、デジタル化されたもの
を令和６年度よりタブレット端末機器にて使用している。
○小学校３年生から副読本を活用して学習を進め、小学校第６学年では「ふるさと宇治の魅力発信」をテーマに市内観光
名所や施設等を見学し、ポスター作成やプレゼンテーションなどを行っている。また、小学校から積み上げてきた「宇治学」
の集大成として、中学第３学年では「ふるさと宇治」をより良くすることをテーマに、企画提案書づくりやプレゼンテーションな
どを行い、これらの体験活動をとおして、ふるさとに対する関心を高め、本市への愛着心を醸成している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

令和７年３月６日 「宇治学」（総合的な学習の時間）の一貫として取り組んできた「萬福寺

学」で、萬福寺の魅力を地域住民や観光客に発信 （イベント「宇治小版 萬福寺ええとこ

祭り」）

令和6年４月より、デジタル化された第２改訂版副読本（小学校６年・中学校１年）を使用
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

歴史・文化啓発

発掘調査の成果について、報告書の発行や現地説明会の開催、フォーラムなどでの発表を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

パンフレット「発掘宇治‘24」の印刷、配布を行った。
また、紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクトの一環として、ARにより平安時代の宇治のまちを再現する
「中宇治地域をまち歩き！平安時代の宇治さんぽ」、宇治市内で出土した遺物のミニチュアをつくる「鏡のミニ
チュア製作体験」と「瓦のミニチュア製作体験」及び市内のお寺が所蔵する平安時代に作られた非公開の仏像を
公開する「平安の息吹を感じる　秋の特別公開」を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-13
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

引き続き、発掘調査成果の公開に努める。

状況を示す写真や資料等

パンフレット「発掘宇治‘24」

午前の部 10名
午後の部 5名
午前の部 6名
午後の部 4名

7月13日

7月14日

鏡のミニチュア製作体験 12月14日 8組
瓦のミニチュア製作体験 12月15日 1組

中宇治地域をまち歩き！平安時代の宇治さんぽ

参加者数

鏡・瓦のミニチュア製作体験 参加者数令和6年　平安の息吹を感じる　秋の特別公開　

10月5日 10月6日 合計

拝観者数 拝観者数 拝観者数

安養寺 111 95 206

放生院 210 150 360

惠心院 202 173 375

合計 523 418 941

10月12日 10月13日 合計

西導寺 234 119 353

蔵林寺 181 ー 181

合計 415 119 534
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財見学会

　小中学生を対象にした文化財の普及・啓発活動は、郷土の歴史と身近な文化財への理解を促すとともに、ふ
るさと宇治に愛着と誇りを持ち、地域の伝統文化の継承への意識を高めることにもつながるため、次世代へと
引き継ぐべき歴史的風致の維持向上に寄与するものである。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-14

状況を示す写真や資料等

　　・小中学生を対象とした鏡のミニチュア製作体験と瓦のミニチュア製作体験を実施した(再掲)。

　　・小中学生の文化財見学会は、参加希望者が集まらなかったため中止した。コロナ禍の間（４年間）、
　　　中断していたことにより、参加者が途切れてしまったことが考えられる。

　　・明日の京都文化遺産プラットフォームが開催した京都府・大津市の小学生を対象とした「京都の文化財を
　　　描こうコンクール」に共催した。（応募総数203点）

    ・萬福寺の国宝指定を記念して「黄檗山萬福寺国宝指定記念フォーラム」（3/29）を開催した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入場者数110名）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

庵寺山については見学会を開催できるよう努める必要があるが、階段、手すり等の改
修には相当の予算を要するため、部分的な改修を徐々に行っていく必要がある。
文化財見学会については、広報の方法を改めて見直す必要がある。

黄檗山萬福寺国宝指定記念フォーラムの様子

（令和7年3月29日開催）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-15
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財の価値が継承されるよう修理等に対し支援に努める。

状況を示す写真や資料等

文化財保存・修理・整備等への補助

　文化財の維持、保存を行うことで、将来にわたって文化財の価値が継承され、また祭礼等の拠り所が守られ
ることで人々の活動も次世代へつなげていくことができる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市内各所に所在する文化財調査を行い、本市にとって歴史上、芸術上価値の高いものを市指定文化財に指定し、伝えら
れてきた貴重な文化財の保護と活用を図る。併せて国・京都府指定及び未指定文化財の修理等に補助を行い、文化財保
護を推進する。

　松殿山荘の修礼講堂及び事務所の防災施設整備や、市指定文化財大幣神事など、１３件の事業に対して補助を行っ
た。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

大幣神事 実施状況

萬福寺 回廊柱割れ補強
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-16

○宇治市街遺跡(川西地区)で発掘調査を行った結果、貴族の別業で使用されていたと思われる大規模な井戸が見つか
   り、今まで平安時代の遺構が希薄と考えられていた市街地の南西部まで別業が存在する可能性が考えられ、平安
   時代の別業都市宇治の広がりが広大なものであったと考えられる。

○未指定文化財の補修等への補助　R6：2件（参考R5：0件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

未指定文化財把握のための調査が必要である。

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

未指定文化財等の調査

　未指定文化財を調査することにより、文化財としての価値づけを行い、適切な方法で保護していくことや、宇
治市にはまだ知られていない歴史的資源が豊富にあることの認知を高める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

状況を示す写真や資料等

宇治市街遺跡(川西地区)発掘現場
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

無形民俗文化財等の記録調査

宇治に古くから伝わる大幣神事等の無形民俗文化財の毎年の様子を詳細に調査し、その変遷をたどれるよう
に記録する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

大幣神事は、中宇治に集まる疫神をまちの外に追い出すものであり、神事の概略は神の憑代である「大幣」と呼ばれる大
きな御幣を古式ゆかしい行列とともに三角形街区を巡行させて疫神を集め、宇治川に流して祓うものである。大幣と騎馬神
人、七度半の使いの３つがそろうことが特徴である。

令和6年6月8日（土）実施

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸④-17
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財価値が損なわれないよう注意を払う必要がある。

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用の検討

　宇治市文化財の具体的な保存・活用の方針を決定することによって、より適切な保存が図られ、また歴史的
資源として活用されていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸④-18

状況を示す写真や資料等

 平成３０年１０月に国の史跡指定を受けた宇治古墳群の一つである二子山古墳を保存し、古墳の立地する景観の保全を
図るとともに、同じく同月に国の名勝指定を受けた二子山を含む宇治山の保存及び活用を図る。

　令和6年度も令和5年度に引き続き、名勝宇治山の保存活用計画の策定に取り組み、策定に至った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財が適切な保存が図られ、歴史的資源として活用されるようにそれぞれの方針を
定めるよう努める。
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-19
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

天ケ瀬ダム周辺のかわまちづくり

古くから宇治川河畔の自然景観は、周辺住民のみならず、遠方からの来訪者の目も楽しませてきた。現代にお
いても天ケ瀬ダムに至る川沿いの道を散策する人が見られる。この優れた自然景観と市街地との周遊性を高
めるため、天ケ瀬ダムにおけるインフラツーリズムや水辺のにぎわいづくりを実施し、更なる人々の来訪を促
す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

天ケ瀬ダム周辺の観光資源を活かした広域的な周遊観光の活性化を図るため、取組を実施

○宇治市天ケ瀬ダムかわまちづくり計画
天ケ瀬ダムを観光資源として有効に活用し、天ケ瀬ダム周辺の周遊観光を推進するため、平成３１年３月に国土交通省の
かわまちづくり支援制度の登録を受けた。その後、「お茶と宇治のまち歴史公園」の開園、淀川沿川自治体による舟運活性
化の機運向上を受け、更なるにぎわいづくりを推進するため計画を見直し、令和５年８月に計画の変更登録を受けた。

○旧ガーデンズ天ケ瀬跡地整備検討
宇治市天ケ瀬ダムかわまちづくり計画に基づき、ダムや宇治川を知り・親しむ場を提供するため、観光シーズンやダム体感
ツアー参加者を受け入れる休憩施設・駐車場の他、ダム周辺を望む展望スポットの詳細設計を実施した。

○宇治川・天ケ瀬ダム活性化協議会
宇治市天ケ瀬ダムかわまちづくり計画に基づき、天ケ瀬ダム周辺の観光資源を活かした広域的な周遊観光の活性化を図
るため、関係団体、民間企業、行政機関等で構成する協議会を設立し、協議会を開催した。
　・令和6年11月20日　旧ガーデンズ天ケ瀬跡地、茶づなの護岸の整備について
　　　　　　　　　　         ワーキンググループの設置について

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

宇治市-28



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-18

状況を示す写真や資料等

　令和２年度も、平成２８年度、令和元年度同様に実施した「中宇治地区に残る伝統的木造家屋の空き家調査」の再調査
を行い、近年の町家の空き家及び滅失の状況を調べた。また、３０年度末に策定した「宇治市空き家等対策計画」に基づ
き、空き家の利活用施策として実施している「空き家の再生・利活用コンペ」の募集を令和２年１月１５日から令和２年６月１
５日まで行った。
　無料相談や空き家等に関する出前講座の募集も呼び掛けている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成３０年度末に策定した宇治市空き家等対策計画に基づき、今後、空き家の所有
者等が適正に管理できるよう各種の支援施策を実施する。令和６年度より景観形成助
成では空き家の利活用に資する場合の助成の拡充を実施している。

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

空き町家の活用の検討

　伝統的木造家屋を保存・継承するため、民間事業者等とも連携しながら、空き町家の活用を検討する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和６年度空き家利活用実績

宇治市-29



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和6年度

評価軸⑤-１
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

宇治市お茶摘みバンク成果 茶農家と7人マッチング 令和6年5月24日 　洛タイ新報

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和6年度

息が合う　鵜匠＆ウッティー　放ち鵜飼茶づなで見学を 令和6年6月5日 　洛タイ新報

評価軸⑤-2
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-31



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和6年度

宇治のまち厄祓いで疾走　県神社の大幣神事 令和6年6月9日 　洛タイ新報

評価軸⑤-3
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-32



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和6年度

宇治市が碾茶で産地賞 令和6年8月31日 　洛タイ新報

評価軸⑤-4
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-33



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和５年度

登録無形文化財に手もみ製茶 令和6年10月19日 　洛タイ新報

評価軸⑤-5
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-34



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和５年度

萬福寺3棟、国宝に格上げ 令和6年10月19日 　洛タイ新報

評価軸⑤-6
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-35



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和５年度

宇治市源氏物語ミュージアム　昨年23万1100人、入館最多 令和7年2月5日 　洛タイ新報

評価軸⑤-7
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

宇治市-36



令和6年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：令和7年5月28日(水)

(今後の対応方針)
　宇治のアイデンティティであるお茶の歴史や魅力をより強く発信していく必要がある。
　そのためには、歴まち計画の事業の横の連携が必要であるし、やはり情報発信の仕方の工夫
が必要なところである。
　また、歴史文化の後継者の育成については、方策を検討していく必要がある。

（コメントの概要）
・インバウンドの観光客が抹茶を大量に買っていくため、農水省が碾茶の生産を推奨している。宇
治で作られているものがどのような価値を持っていけるか、情報発信の仕方を工夫し、歴まち計
画の各事業で連携していく必要がある。
・宇治市の歴まち計画には3つの柱（歴史的風致）があるが、それぞれの柱の施策ができている
かどうか評価できるようにしてほしい。
・宇治の特性を益々出さなければいけない時が来ている。そのためには抹茶をもっと広く理解し
てもらわないといけないのではないか。茶に関する事業本数は充足していると思うが、各事業間
の連携が大事。
・組織の横での連携は難しいが、それを可能にするのが歴まち計画だと思う。
・進捗評価にインバウンドの影響がどの程度あったのか記載されていない。インバウンドの影響
を進捗評価に反映してもらいたい。
・源氏物語ミュージアムが過去最高の入館者数を記録した。大河ドラマの影響もあると思うが、職
員がミュージアムの枠にとらわれず外に出て講座やセミナーを行ったのが大きい。今後も過去最
高を更新できるように努めてほしい。
・源氏物語ミュージアムも開館当初は入場者数が増えないといわれていた。歴史公園についても
頑張ってほしい。
・お茶の生産量は、今や鹿児島に抜かれている状態だが、宇治の茶は品質が高く歴史と結びつ
いている。紹介が必要。
・第1期計画ではハード事業が主だったが、第2期計画はソフト事業をいかに展開させていくかが
課題。また、後継者育成の問題もある。
・インバウンドについてだが、京都市で起きている問題が何年か後に宇治市におりてくる感があ
る。
・インバウンドで抹茶を買ってくれるが、抹茶の持つ歴史や背景とかはわかってもらえていない。
どのように発信していくかが問題。
・昨年の大河ドラマでは直接宇治が舞台として出てきたわけではないが、様々な事業を行うことで
大河ドラマとタイアップしながら広がりを持って平安時代を演出できていたと思う。
・歴まち計画は分野を横断している大きな計画である。進捗評価では個々の事業の進捗ばかりに
視点が行きがちではあるが、大きく見てどう進捗しているかを話してほしい。ルーティン化しないよ
うにしてほしい。

コメントが出された会議等の名称：宇治市歴史的風致維持向上協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（様式２）

評価対象年度

宇治市－37


